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大分県議会公式Ｘ
（旧ツイッター）（@oitakengikai）
本会議や委員会、広報活動など、議会の
活動について発信
していきますので、
ぜひご覧ください！

題字は、  学校法人 大分高等学校３年 高橋 怜花さんの作品です。
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　県議会では、県内の小・中・高校や、大学等を、議員が訪問し、県議会の仕組みや議員の活動等
を説明、児童、生徒や学生と対話する『議員出前講座』を実施しています。
　令和５年１０月２５日（水）には豊後大野市立菅尾小学校と日田市立三芳小学校を訪問しました。 
『選挙の時、得票数が同じ場合はどうなるの？』『税金の使い道は？』といった子どもたちの質問ひと
つひとつに、議員から丁寧に答弁が行われました。

開催校 
募集中

議員が講師として学校等に
出向き、県議会の仕組みや議
員の活動についてわかりや
すく説明します。開催を希望
される際は、下記までお問い
合わせください。

県議会ホームページでは 大分県議会

◇お問い合わせは県議会事務局まで
【総  務  課】 議会庶務、情報公開など         　　  097-506-5019
【議  事  課】 本会議、常任委員会、傍聴など　　     097-506-5022
【政策調査課】　調査業務、議会広報など  　　         097-506-5035

TEL
TEL
TEL

議 員 出 前 講 座

政
策
勉
強
会

　10
月
の
政
策
勉
強
会
で
は
、

一
般
社
団
法
人
九
州
観
光
機
構

地
域
連
携
室
の
花
田
政
年
部
長
を

講
師
に
招
き
、『
大
分
県
に
お
け

る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

可
能
性
』に
つ
い
て
、ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ト ピック ス

豊後大野市立菅尾小学校6年生のみなさん

日田市立三芳小学校6年生のみなさん

表紙の題字の作成者
学校法人 大分高等学校 高橋 怜花さん
の所属する書道部の様子をご紹介します！
学校法人 大分高等学校 高橋 怜花さん
の所属する書道部の様子をご紹介します！

大分高校書道部26名は、意識向上・礼
儀・考動・団結を念頭に掲げ、部員同
士が切磋琢磨し日々練習に励んでいま
す。より多くの方々に書道を身近に感
じてもらい、日本の伝統文化である書
道の素晴らしさを広めるために、書道
パフォーマンスも行っています。
パフォーマンスにより部員同士の絆が
深まり、団結力を高めています。書道
パフォーマンスを披露させて頂くこと
に感謝し、日々精進しています。

【問合せ先】
県議会事務局政策調査課
  電話：097-506-5035

県 議 会 タ イ ム
YouTubeでこれまでの定例会の
ダイジェストをご覧いただけます。
ぜひ、ご覧ください！

議会ロビー（県庁新館）に作品を展示してみませんか。

【お問い合わせ先】
議会事務局　総務課・総務管理班  TEL：097-506-5019

議会ロビー作品展示の募集

傍聴をご希望の方は、日程を確認のうえ、会議当日、議会棟１階の傍聴受付までお越しください。
先着順で傍聴券を交付します。議会を傍聴されるみなさまへ

対　  象

展示費用

展示期間

注意事項

県内在住者が作成した作品
（ただし、園児、児童、生徒、学生が作成した作品を優先する場合が
あります。）

無料
（ただし、展示作品の搬出入に係る経費や、展示に必要なパネル、ケー
ス等の準備等、展示に要する費用は全て展示される方のご負担とな
ります。）
最長で1ヶ月程度
展示時間：開庁日の8時30分から17時15分まで
（ただし、議会のスケジュール等によっては、展示できない場合があり
ます。）

・展示物の搬出入、展示、取り外し等は、各自でお願いします。
・展示物の盗難、破損等につきましては責任を負いかねますので、ご 
　了承ください。
・営利目的、公序良俗に反する等、議会棟内に展示する作品としての
　趣旨になじまないものは、展示をお断りする場合があります。

本会議の生中継や録画配信の他、会議録など、様々な情報を掲載しています。

点字版・音読版『県議会おおいた』のご案内
本紙の点字版・音読版を作成配付しています。
詳しくは議会事務局政策調査課まで。

《県議会 今後の動き》
第4回 定例会の日程（予定）

11月27日（月）  開 会
12月　4日（月）～6日（水）
                    本会議（一般質問）
　　　7日（木） ～8日（金） 
                    常任委員会
　　 13日（水） 閉 会



各
議
員
名
欄
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
、
そ
の
ほ
か
の
質
問
を
含
め

て
、
動
画
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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令
和
５
年  

第
3
回 

定
例
会

　
９
月
19
日
か
ら
10
月
４
日
ま
で
の

16
日
間
、
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
会
後
、
元
𠮷
議
長
に
よ
る
諸
般

の
報
告
に
続
き
、
令
和
５
年
度
大
分

県
一
般
会
計
補
正
予
算
案
等
の
議
案

が
提
出
さ
れ
、
佐
藤
知
事
が
提
案
理

由
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
９
月
25
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
り

行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、
12
人
の

議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部
と
活
発
な

議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
を
９
月
28

日
、
29
日
の
２
日
間
開
催
し
、
付
託

さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
知
事
提
出
議
案

９
件
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
、
議

員
提
出
議
案
４
件
に
つ
い
て
可
決
し
、

請
願
１
件
を
採
択
と
し
、
閉
会
し
ま

し
た
。

　
　

県
で
は
、
地
域
公
共
交
通
計
画

　
　

を
も
と
に
、
持
続
可
能
な
交
通

網
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

高
齢
者
等
移
動
弱
者
対
策
に
は
乗

合
タ
ク
シ
ー
等
市
町
村
の
き
め
細
か

な
取
組
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
国
道
の
拡
幅
等
に
よ
る
渋
滞
解

消
や
交
通
の
利
便
性
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

路
線
バ
ス
維
持
の
た
め
に
、
人
材

確
保
へ
の
支
援
を
進
め
ま
す
。
在
来

線
の
維
持
・
確
保
に
関
し
て
は
、
地

域
公
共
交
通
活
性
化
再
生
法
に
よ

る
今
後
の
議
論
を
注
視
し
て
い
き

ま
す
。

　

今
後
と
も
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
き

め
細
か
く
対
応
で
き
る
公
共
交
通
の

整
備
を
目
指
し
、
市
町
村
や
関
係
者

と
連
携
し
な
が
ら
、
県
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

9
月
25
日（
月
）県

民
ク
ラ
ブ

も
り
な
が　
の
ぶ
ゆ
き

守
永
　
信
幸 

議
員

　
　
東
九
州
新
幹
線
等
の
計
画
が
本

　
　
格
化
す
れ
ば
、
並
行
在
来
線
に

つ
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
県
内
の
公
共
交
通
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
知
事
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

公
共
交
通
に
つ
い
て

　
　

世
界
農
業
遺
産
は
、
児
童
・

　
　
生
徒
が
学
び
、
地
域
へ
の
愛
着
・

誇
り
を
持
て
る
よ
う
「
次
世
代
へ
の

継
承
」
に
活
用
し
ま
す
。
ま
た
、「
地

域
の
元
気
づ
く
り
」
と
し
て
、
産
品

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な
げ
た
り
、
地

域
の
魅
力
の
情
報
発
信
な
ど
に
生
か

し
ま
す
。

　

国
の
専
門
家
会
議
か
ら
も
高
い
評

価
を
得
て
い
る
積
極
的
な
情
報
発
信

や
高
校
生
に
よ
る
「
聞
き
書
き
」
等

に
よ
る
教
育
活
動
は
、
主
要
な
事
業

で
あ
り
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
過
去
か
ら
受
け
継
い
だ
循

環
型
農
林
水
産
業
の
仕
組
み
を
未
来

に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
、
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、Ｐ
Ｒ
動
画
の
作
成
に
つ
い
て

自
由
民
主
党

　
き
づ
き　
　　
し
ん
じ

木
付
　
親
次 

議
員

　
　
平
成
25
年
に
世
界
農
業
遺
産
と
し

　
　
て
認
定
さ
れ
10
年
が
経
過
し
ま
す

が
、
こ
の
10
年
を
総
括
し
、
今
後
ど

の
よ
う
な
方
針
で
取
り
組
む
の
か
伺

い
ま
す
。

世
界
農
業
遺
産
に
つ
い
て

公
明
党

　
さ
わ
だ　
　
と
も
ひ
ろ

澤
田
　
友
広 

議
員

　
　
不
登
校
特
例
校
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー

　
　
ル
な
ど
の
不
登
校
生
徒
の
多
様
な

学
び
の
場
の
整
備
を
進
め
て
い
く
べ
き

と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

不
登
校
生
徒
に
対
す
る

多
様
な
学
び
の
場
に
つ
い
て

　
　

県
及
び
全
市
町
に
は
、
学
校
以

　
　

外
の
居
場
所
と
し
て
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
個

別
の
状
況
に
応
じ
た
学
習
支
援
や
体

験
活
動
等
を
行
う
ほ
か
、
学
校
の
時

間
外
で
も
学
習
で
き
る
場
と
し
て
、

県
内
６
ケ
所
に
お
い
て
補
充
学
習
教

室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、 

Ｉ
Ｃ

　
　

大
分
空
港
か
ら
人
工
衛
星
の
打

　
　

ち
上
げ
を
目
指
し
て
い
た
、 

ヴ
ァ
ー
ジ
ン
・
オ
ー
ビ
ッ
ト
社
が
経

営
破
綻
し
ま
し
た
が
、
本
県
が
宇
宙

港
の
実
現
を
目
指
す
方
針
に
変
わ
り

は
な
く
、
シ
エ
ラ
・
ス
ペ
ー
ス
社
、

兼
松
株
式
会
社
と
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

宇
宙
関
連
産
業
の
創
出
や
集
積
も

目
指
し
て
お
り
、
引
き
続
き
県
内
企

業
の
挑
戦
を
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
東
高
校
で
は
、
来
年
度

か
ら
「
ス
ペ
ー
ス
コ
ー
ス
」
を
新
設
す

る
な
ど
、
宇
宙
へ
の
挑
戦
を
、
将
来

に
わ
た
っ
て
支
え
て
い
く
人
材
の
育
成

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

木
付
議
員
の
こ
の
他
の

質
問
に
つ
い
て
は
下
記
か
ら

動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

澤
田
議
員
の
こ
の
他
の

質
問
に
つ
い
て
は
下
記
か
ら

動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中
野
議
員
の
こ
の
他
の

質
問
に
つ
い
て
は
下
記
か
ら

動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
吉
議
員
の
こ
の
他
の

質
問
に
つ
い
て
は
下
記
か
ら

動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

末
宗
議
員
の
こ
の
他
の

質
問
に
つ
い
て
は
下
記
か
ら

動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

守
永
議
員
の
こ
の
他
の

質
問
に
つ
い
て
は
下
記
か
ら

動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自
由
民
主
党

　
な
か
の　
　
て
つ
ろ
う

中
野
　
哲
朗 

議
員

　
　
地
元
を
よ
く
知
っ
て
い
る
方
々
の

　
　
意
見
が
反
映
さ
れ
、
次
の
災
害
に

備
え
ら
れ
る
復
旧
が
大
切
だ
と
考
え
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
な
方
針
で
復
旧
や
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
知
事
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　
　

今
年
の
梅
雨
前
線
に
よ
る
大
雨

　
　

は
、
本
県
で
も
河
川
や
砂
防
施

設
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
、
応
急
復
旧
や

被
災
者
支
援
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

県
民
の
安
全
安
心
な
生
活
や
社
会

経
済
活
動
を
下
支
え
す
る
社
会
イ
ン

フ
ラ
の
迅
速
な
復
旧
に
努
め
ま
す
。

Ｔ
学
習
教
材
を
活
用
し
た
学
習
支
援

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
の
支
援
に
つ
い
て
も
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
派
遣
す
る
ほ

か
、
担
当
課
が
県
内
全
て
の
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
を
訪
問
し
、
ど
の
よ
う
な

関
り
が
で
き
る
か
調
査
し
て
い
ま
す
。

大
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
に
つ
い
て

自
由
民
主
党

い
ま
よ
し　
　
じ
ろ
う

今
吉
　
次
郎 

議
員

　
　
本
県
の
産
業
活
力
を
高
め
て
い
く

　
　
た
め
に
は
、
宇
宙
産
業
へ
の
挑
戦

宇
宙
港
構
想
に
つ
い
て

志
士
の
会

す
え
む
ね　
　
ひ
で
お

末
宗
　
秀
雄 

議
員

　
　
人
口
が
減
少
し
て
い
く
状
況
を
劇

　
　
的
に
改
善
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、
し
っ
か
り
と
施
策
を
打
っ
て
い
く

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

　

今
回
の
復
旧
に
当
た
っ
て
も
、
河

道
拡
幅
や
護
岸
の
か
さ
上
げ
な
ど
、

再
度
災
害
防
止
に
向
け
た
機
能
強
化

を
図
り
、
県
土
の
さ
ら
な
る
強
靭
化

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
者
の
生
活
再
建
や
農

林
漁
業
者
、
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
等
の
事
業
継
続
に
向
け
た
支

援
を
行
い
ま
す
。

　

国
の
生
活
再
建
支
援
制
度
や
県
独

自
の
支
援
制
度
を
活
用
し
、
住
宅
の

再
建
や
補
修
を
後
押
し
し
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
で
は
、
無
利
子
の
特

定
災
害
対
策
緊
急
資
金
や
商
工
業
へ

の
円
滑
な
資
金
繰
り
支
援
、
小
規
模

事
業
者
へ
の
復
旧
・
復
興
経
費
の
助

成
な
ど
、
今
後
と
も
、
地
元
の
方
々

の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
復
旧
や

支
援
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。　

9
月
26
日（
火
）

に
引
き
続
き
、
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
宇
宙
構
想
に

つ
い
て
の
取
組
を
伺
い
ま
す
。

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
本
県
の
適
正
人
口
は
ど
の
程
度
だ
と

考
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
人
口
減
少

対
策
に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

適
正
人
口
に
つ
い
て
は
、
時
代
背

　
　

景
や
社
会
経
済
の
状
況
等
に
よ

り
、
変
化
す
る
た
め
、
一
概
に
は
言

え
ま
せ
ん
が
、
生
産
年
齢
人
口
を
確

保
し
、
人
口
構
造
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

自
然
増
対
策
と
し
て
、
若
者
が
希

望
ど
お
り
結
婚
し
、
希
望
す
る
誰
も

が
子
ど
も
を
持
ち
、
安
心
し
て
子
育

て
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

併
せ
て
、
若
者
の
定
住
や
県
内
回

帰
に
向
け
た
社
会
増
の
取
組
を
行
う

な
ど
、
若
い
世
代
の
増
加
に
向
け
、

自
然
増
・
社
会
増
の
両
面
か
ら
対
策

を
講
じ
ま
す
。

　

現
在
、
新
し
い
長
期
総
合
計
画
策

定
に
向
け
、
高
校
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
若
い
世
代
の

意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
市
町

村
と
連
携
し
て
、
人
口
増
加
対
策
に

取
り
組
み
ま
す
。

一
　般
　質 

問

も
検
討
し
ま
す
。



委員会の活動状況

　一般社団法人北海道移住交流促進協議会やニセコ町役場
などを訪問し、北海道内の市町村の特色ある移住施策やニ
セコ町での外国人移住者の状況、移住者の新規就農等につ
いて調査しました。
【調査先】
『一般社団法人北海道移住交流促進協議会』
『ニセコ町役場』
『蘭越町役場』

　ＳＣＯＰＴＯＹＡＭＡや坐来大分などを訪問し、富山県の旧
職員住宅を利用した創業支援センターや坐来大分の来客や
情報発信の状況、千葉県におけるカーボンニュートラルの取
組等について調査しました。
【調査先】
『SCOP TOYAMA』
『坐来大分』
『千葉県庁』

　高梁川・小田川緊急治水対策河川事務所やあちてらす倉敷
などを訪問し、平成30年豪雨災害の状況と復旧工事の経過、
防災性の強化や景観に配慮した再開発事業等について調査
しました。
【調査先】
『高梁川・小田川緊急治水対策河川事務所』
『あちてらす倉敷』
『本州四国連絡高速道路株式会社』
『広島西部山系砂防事務所』

　兵庫県警察本部や広島県立広島叡智学園などを訪問し、
今後実施が想定される自転車運転者講習制度や国際バカロ
レアプログラム等について調査しました。
【調査先】
『大阪市立天王寺中学校（夜間学級）』
『兵庫県警察本部』『兵庫県立神出学園』
『広島県立広島叡智学園』

　富士ヶ嶺酪農クラスター協議会や富士山朝霧バイオマス
プラントなどを訪問し、酪農家やコントラクターで組織す
る協議会の自給飼料生産拡大の取組、牛ふんによるバイオ
マス発電等について調査しました。
【調査先】
『富士ヶ嶺酪農クラスター協議会』
『伊豆漁業協同組合』
『富士山朝霧バイオマスプラント』

　いばらき出会いサポートセンターやポニースクールかつ
しかなどを訪問し、茨城県の結婚支援サービスやポニーと
のふれあいを通した障がい児施策、東京都における脱炭素
化の計画等について調査しました。
【調査先】
『いばらき出会いサポートセンター』
『ポニースクールかつしか』
『東京都環境局』
『一般社団法人アイネット』
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自
由
民
主
党

　おが
わ
　
　
　かつ
み

小
川
　克
己 

議
員

園
芸
産
地
拡
大
に
向
け
た

農
地
整
備
に
つ
い
て

国
道
3
8
7
号
の

冠
水
・
迂
回
対
策
に
つ
い
て

　
　農
業
分
野
の
成
長
産
業
化
、
産
出

　
　額
の
増
加
に
向
け
て
は
、
園
芸
産

地
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　園
芸
産
地
の
拡
大
に
向
け
た
農
地
整

備
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い

ま
す
。

　
　
園
芸
産
地
の
拡
大
に
向
け
、
次

　
　
の
三
つ
の
視
点
で
農
地
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。　

　
一
つ
が
、
水
田
畑
地
化
に
よ
る
水

田
農
業
の
構
造
改
革
で
す
。
土
壌
・

地
下
水
位
調
査
に
基
づ
く
、
排
水
対

策
や
土
壌
改
良
等
の
整
備
を
実
施
し

ま
す
。

　
二
つ
が
、
既
存
畑
地
の
高
機
能
化

に
よ
る
生
産
性
の
向
上
で
す
。
大
野

川
上
流
地
域
で
は
畑
地
か
ん
が
い
施

設
や
大
区
画
化
を
契
機
に
、
キ
ャ
ベ
ツ

等
の
一
大
産
地
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
三
つ
が
、
園
芸
産
地
づ
く
り
に
向

け
た
市
町
村
支
援
体
制
の
強
化
で

す
。
災
害
復
旧
に
お
け
る
設
計
書
作

成
や
農
地
整
備
で
の
土
作
り
等
の
技

術
的
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
ｈａ
以
上
の
樹
園
地
を
県

営
事
業
で
実
施
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ

る
産
地
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

小
川
議
員
の
こ
の
他
の

質
問
に
つ
い
て
は
下
記
か
ら

動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

御
手
洗
議
員
の
こ
の
他
の

質
問
に
つ
い
て
は
下
記
か
ら

動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

太
田
議
員
の
こ
の
他
の

質
問
に
つ
い
て
は
下
記
か
ら

動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

県
民
ク
ラ
ブ

　み
た
ら
い
　
　　とも
ひ
ろ

御
手
洗
　朋
宏 

議
員

　
　全
て
の
教
職
員
が
生
き
生
き
と
働

　
　け
る
職
場
環
境
に
し
て
い
く
こ
と

が
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
つ
な

が
る
と
考
え
ま
す
。

　教
員
不
足
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　
教
員
不
足
は
全
国
的
な
課
題
で

　
　
あ
り
、
本
県
に
お
い
て
も
厳
し

い
状
況
で
す
。
教
員
採
用
試
験
の
見

直
し
等
に
よ
る
受
験
者
の
確
保
や
、

再
任
用
の
促
進
、
臨
時
講
師
等
の
掘

り
起
こ
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
の
充
実
や
採
点

補
助
シ
ス
テ
ム
及
び
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
の
導
入
な
ど
、
勤
務
時
間
の
縮

減
に
向
け
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
今
後
も
、
国
の
動
向
を
注
視
し
、

教
員
不
足
の
解
消
や
、
働
き
方
改
革

に
向
け
、
職
場
環
境
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

教
員
不
足
へ
の
対
応
に
つ
い
て

自
由
民
主
党

　おお
た
　
　　まさ
み

太
田
　正
美 

議
員

　
　コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
世
の
中
に
活

　
　気
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　今
後
の
地
域
の
活
力
づ
く
り
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
伺

い
ま
す
。

　
　
県
で
は
、
振
興
局
職
員
が
地
域

　
　
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
案
件
の

掘
り
起
こ
し
を
行
い
、
地
域
活
力
づ

く
り
総
合
補
助
金
に
よ
り
様
々
な
支

援
を
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
づ
く
り
の
人
材
面
で
は
、
移

住
者
に
よ
る
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん

だ
活
動
が
広
が
る
な
ど
明
る
い
兆
し

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
地
域
づ
く
り

の
財
政
面
で
は
、
地
域
活
力
づ
く
り

総
合
補
助
金
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

枠
」
等
の
補
助
率
を
か
さ
上
げ
す
る

こ
と
で
、
自
己
負
担
の
軽
減
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
場
の
声
を
生
か
す
た
め

に
「
県
政
ふ
れ
あ
い
対
話
」
を
実
施

し
て
き
た
ほ
か
、「
新
し
い
お
お
い
た

地
域
の
活
力
づ
く
り
に
つ
い
て

県
民
ク
ラ
ブ

　
わ
か
や
ま
　ま
さ
と
し

若
山
　雅
敏 

議
員

　
　国
道
3
8
7
号
の
冠
水
及
び
迂
回

　
　対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

9
月
27
日（
水
）

　
　
７
月
の
国
道
3
8
7
号
の
冠
水

　
　
に
つ
い
て
は
、
斜
面
の
崩
壊
に
よ

り
、
集
水
桝
が
埋
塞
し
、
排
水
が
困

難
と
な
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
速
や
か
に
再
発
防
止
対
策
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
地
元
要
望
に
対
し
、

側
溝
整
備
や
路
肩
拡
幅
等
を
実
施
し

ま
し
た
。
加
え
て
今
年
度
中
に
、
排

水
能
力
調
査
、
工
法
検
討
を
行
い
、

来
年
度
に
は
抜
本
的
な
排
水
対
策
工

事
を
行
う
予
定
で
す
。

　
迂
回
対
策
に
つ
い
て
は
、
地
形
上
新

た
な
迂
回
路
整
備
は
困
難
な
状
況
の

た
め
、
今
後
も
、
国
道
3
8
7
号
の
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

福祉保健生活環境委員会（8月22日～24日）福祉保健生活環境委員会（8月22日～24日）

商工観光労働企業委員会（8月29日～31日）商工観光労働企業委員会（8月29日～31日） 農林水産委員会（9月5日～7日）農林水産委員会（9月5日～7日）

土木建築委員会（9月4日～6日）土木建築委員会（9月4日～6日） 文教警察委員会（9月4日～6日）文教警察委員会（9月4日～6日）

常任委員会（県外所管事務調査）

共
創
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
市
町

村
長
と
政
策
課
題
の
議
論
を
深
め
て

い
ま
す
。

総務企画委員会（9月5日～7日）総務企画委員会（9月5日～7日）

◎詳細はQRコードをご覧ください。



オオイタカテテ！

05   県議会おおいた No.132

自
由
民
主
党

　あ
な
み
　
　の
り
あ
き

穴
見
　
憲
昭 

議
員

　
　
児
童
虐
待
の
防
止
を
含
む
課
題
対

　
　
応
に
当
た
っ
て
、
人
材
育
成
・
人

材
確
保
が
重
要
と
考
え
る
が
、
今
後
、

児
童
相
談
体
制
の
充
実
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

児
童
相
談
体
制
に
つ
い
て

　
　

本
県
の
児
童
相
談
所
に
お
け
る

　
　

相
談
対
応
件
数
は
年
々
増
加
し

て
お
り
、
昨
年
度
は
過
去
最
多
と
な
っ

て
い
ま
す
。　
　

　

今
年
度
は
児
童
福
祉
司
を
10
名
、

児
童
心
理
司
を
３
名
増
員
し
計
画
的

な
体
制
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
専

門
ス
キ
ル
の
習
得
な
ど
人
材
育
成
に
も

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
４
月
に

は
、
大
分
市
の
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
の
建
物
内
に
城
崎
分
室
を
設

置
し
た
ほ
か
、
中
央
児
童
相
談
所
で

の
大
分
市
職
員
の
研
修
も
長
年
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
大
分
市
と
の
連
携
を

強
化
し
、
児
童
虐
待
に
し
っ
か
り
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

自
由
民
主
党

　み
や
な
り
　
こ
う
い
ち
ろ
う

宮
成
　
公
一
郎 

議
員

　
　「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
大

　
　
分
県
総
合
戦
略
」
の
見
直
し
も
含

め
、
人
口
減
少
対
策
、
さ
ら
に
は
地
域

の
担
い
手
不
足
対
策
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

地
域
経
済
の
持
続
的
な
発
展
の

　
　

た
め
に
は
、
若
者
の
定
住
が
重

要
で
あ
り
、
次
の
三
つ
の
取
組
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
新
卒
学
生
の
県
内
就

職
を
促
進
す
る
た
め
に
、
世
界
に
誇
る

県
内
企
業
を
紹
介
す
る
「
大
分
も
の

づ
く
り
発
見
ブ
ッ
ク
」
の
活
用
や
、
高

校
新
卒
者
を
対
象
と
し
た
合
同
企
業

説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。
大
学
生
向

け
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
企
業
説
明
会
や

Ｗｅ
ｂ
マ
ガ
ジ
ン
「
オ
オ
イ
タ
カ
テ

テ
！
」
等
に
よ
り
、
県
内
企
業
の
魅

力
を
発
信
し
、
新
卒
学
生
等
の
県
内

就
職
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
福
岡
の
大
学
進
学
者

に
対
し
て
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
拠
点

若
山
議
員
の
こ
の
他
の

質
問
に
つ
い
て
は
下
記
か
ら

動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

穴
見
議
員
の
こ
の
他
の

質
問
に
つ
い
て
は
下
記
か
ら

動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

宮
成
議
員
の
こ
の
他
の

質
問
に
つ
い
て
は
下
記
か
ら

動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
域
の
担
い
手
不
足
対
策
に

つ
い
て

施
設
「
ｄ
ｏ
ｔ・
」
に
お
い
て
、
切
れ

目
の
な
い
情
報
発
信
や
学
生
に
寄
り

添
っ
た
就
職
支
援
を
進
め
、
県
内
回

帰
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
若
者
の
移
住
促
進
対

策
で
す
。
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

よ
る
伴
走
型
支
援
や
転
職
な
き
移
住

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、Ｉ
Ｔ
等
の
資

格
取
得
か
ら
移
住
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
移
住
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
誰
も
が
安
心
し
て
住
み

続
け
た
い
大
分
県
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

○
意
見
書（
4
件
）

▽
私
学
助
成
制
度
の
堅
持
及
び
拡
充
強
化

　
を
求
め
る
意
見
書

▽
硬
膜
外
自
家
血
注
入
療
法
に
対
す
る

　
適
正
な
診
療
上
の
評
価
等
を
求
め
る

　
意
見
書　
ほ
か

可
決
さ
れ
た
議
案（
議
員
提
出
）

○
意
見
書（
1
件
）

▽
軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
措
置
の
継
続

　
等
を
求
め
る
意
見
書

可
決
さ
れ
た
議
案（
委
員
会
提
出
）

○
予
算（
2
件
）

▽
令
和
５
年
度
大
分
県
一
般
会
計
補
正

　
予
算（
第
２
号
）

▽
令
和
５
年
度
大
分
県
港
湾
施
設
整
備

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
条
例
関
係（
3
件
）

▽
大
分
県
長
者
原
園
地
の
設
置
及
び
管
理

　
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

▽
旅
館
業
法
施
行
条
例
の
一
部
改
正
に

　
つ
い
て

▽
大
分
県
立
学
校
の
設
置
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
そ
の
他（
4
件
）

▽
工
事
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

▽
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

▽
特
定
事
業
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

可
決
さ
れ
た
議
案（
知
事
提
出
）
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総務企画委員会総務企画委員会
《委員会の開催状況》

福祉保健生活環境委員会福祉保健生活環境委員会
《委員会の開催状況》

商工観光労働企業委員会商工観光労働企業委員会
《委員会の開催状況》

農林水産委員会農林水産委員会
《委員会の開催状況》

土木建築委員会土木建築委員会
《委員会の開催状況》

文教警察委員会文教警察委員会
《委員会の開催状況》

・９月29日に開催。
  （付託を受けた議案）
  令和５年度大分県一般会計補正予算（第2号）
・令和4年度大分県内部統制評価報告書の提出に
　ついて、大分県長期総合計画の実施状況等につい
　て執行部から報告を受けました。

・９月28日に開催。
  （付託を受けた議案）
  令和５年度大分県一般会計補正予算（第2号）
  （請願）
  軽油引取税の課税免除措置に関する意見書の提出
　について
・大分県長期総合計画の実施状況について、公社等
　外郭団体等の経営状況について及び県有地の信託
　に係る事務の処理状況等について執行部から報告
　を受けました。

・９月29日に開催。
  （付託を受けた議案）
  大分県長者原園地の設置及び管理に関する条例の
　廃止について
  旅館業法施行条例の一部改正について
・公社等外郭団体の経営状況について、大分県長期
　総合計画の実施状況等について執行部から報告を
　受けました。

・９月29日に開催。
  （付託を受けた議案）
  令和５年度大分県一般会計補正予算（第2号）
・大分県長期総合計画の実施状況について、公社等
　外郭団体の経営状況報告書等について及び佐賀県
　で発生した豚熱に伴う本県の対応についてなど執
　行部から報告を受けました。

・９月28日に開催。
  （付託を受けた議案）

  令和５年度大分県一般会計補正予算（第2号）
 令和５年度大分県港湾施設整備事業特別会計
  補正予算（第1号）
 工事委託契約の締結について 等
・令和5年6月30日からの梅雨前線豪雨災害対応の
　進捗状況について、おおいた土木未来プラン2015
　の取組状況等について執行部から報告を受けました。

・９月28日に開催。
  （付託を受けた議案）
  令和５年度大分県一般会計補正予算（第2号）
  大分県立学校の設置に関する条例の一部改正に   
　ついて
・自転車用ヘルメットの着用率について、教育に関す
　る事務の管理及び執行の状況の点検及び評価につ
　いて等、執行部から報告を受けました。

結果概要はコチラ➡

結果概要はコチラ➡

結果概要はコチラ➡

結果概要はコチラ➡

結果概要はコチラ➡

結果概要はコチラ➡

委員会の活動状況

常任委員会



委員会の活動状況

　一般社団法人北海道移住交流促進協議会やニセコ町役場
などを訪問し、北海道内の市町村の特色ある移住施策やニ
セコ町での外国人移住者の状況、移住者の新規就農等につ
いて調査しました。
【調査先】
『一般社団法人北海道移住交流促進協議会』
『ニセコ町役場』
『蘭越町役場』

　ＳＣＯＰＴＯＹＡＭＡや坐来大分などを訪問し、富山県の旧
職員住宅を利用した創業支援センターや坐来大分の来客や
情報発信の状況、千葉県におけるカーボンニュートラルの取
組等について調査しました。
【調査先】
『SCOP TOYAMA』
『坐来大分』
『千葉県庁』

　高梁川・小田川緊急治水対策河川事務所やあちてらす倉敷
などを訪問し、平成30年豪雨災害の状況と復旧工事の経過、
防災性の強化や景観に配慮した再開発事業等について調査
しました。
【調査先】
『高梁川・小田川緊急治水対策河川事務所』
『あちてらす倉敷』
『本州四国連絡高速道路株式会社』
『広島西部山系砂防事務所』

　兵庫県警察本部や広島県立広島叡智学園などを訪問し、
今後実施が想定される自転車運転者講習制度や国際バカロ
レアプログラム等について調査しました。
【調査先】
『大阪市立天王寺中学校（夜間学級）』
『兵庫県警察本部』『兵庫県立神出学園』
『広島県立広島叡智学園』

　富士ヶ嶺酪農クラスター協議会や富士山朝霧バイオマス
プラントなどを訪問し、酪農家やコントラクターで組織す
る協議会の自給飼料生産拡大の取組、牛ふんによるバイオ
マス発電等について調査しました。
【調査先】
『富士ヶ嶺酪農クラスター協議会』
『伊豆漁業協同組合』
『富士山朝霧バイオマスプラント』

　いばらき出会いサポートセンターやポニースクールかつ
しかなどを訪問し、茨城県の結婚支援サービスやポニーと
のふれあいを通した障がい児施策、東京都における脱炭素
化の計画等について調査しました。
【調査先】
『いばらき出会いサポートセンター』
『ポニースクールかつしか』
『東京都環境局』
『一般社団法人アイネット』
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自
由
民
主
党

　おが
わ
　
　
　かつ
み

小
川
　克
己 

議
員

園
芸
産
地
拡
大
に
向
け
た

農
地
整
備
に
つ
い
て

国
道
3
8
7
号
の

冠
水
・
迂
回
対
策
に
つ
い
て

　
　農
業
分
野
の
成
長
産
業
化
、
産
出

　
　額
の
増
加
に
向
け
て
は
、
園
芸
産

地
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　園
芸
産
地
の
拡
大
に
向
け
た
農
地
整

備
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い

ま
す
。

　
　
園
芸
産
地
の
拡
大
に
向
け
、
次

　
　
の
三
つ
の
視
点
で
農
地
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。　

　
一
つ
が
、
水
田
畑
地
化
に
よ
る
水

田
農
業
の
構
造
改
革
で
す
。
土
壌
・

地
下
水
位
調
査
に
基
づ
く
、
排
水
対

策
や
土
壌
改
良
等
の
整
備
を
実
施
し

ま
す
。

　
二
つ
が
、
既
存
畑
地
の
高
機
能
化

に
よ
る
生
産
性
の
向
上
で
す
。
大
野

川
上
流
地
域
で
は
畑
地
か
ん
が
い
施

設
や
大
区
画
化
を
契
機
に
、
キ
ャ
ベ
ツ

等
の
一
大
産
地
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
三
つ
が
、
園
芸
産
地
づ
く
り
に
向

け
た
市
町
村
支
援
体
制
の
強
化
で

す
。
災
害
復
旧
に
お
け
る
設
計
書
作

成
や
農
地
整
備
で
の
土
作
り
等
の
技

術
的
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
ｈａ
以
上
の
樹
園
地
を
県

営
事
業
で
実
施
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ

る
産
地
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

小
川
議
員
の
こ
の
他
の

質
問
に
つ
い
て
は
下
記
か
ら

動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

御
手
洗
議
員
の
こ
の
他
の

質
問
に
つ
い
て
は
下
記
か
ら

動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

太
田
議
員
の
こ
の
他
の

質
問
に
つ
い
て
は
下
記
か
ら

動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

県
民
ク
ラ
ブ

　み
た
ら
い
　
　　とも
ひ
ろ

御
手
洗
　朋
宏 

議
員

　
　全
て
の
教
職
員
が
生
き
生
き
と
働

　
　け
る
職
場
環
境
に
し
て
い
く
こ
と

が
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
つ
な

が
る
と
考
え
ま
す
。

　教
員
不
足
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　
教
員
不
足
は
全
国
的
な
課
題
で

　
　
あ
り
、
本
県
に
お
い
て
も
厳
し

い
状
況
で
す
。
教
員
採
用
試
験
の
見

直
し
等
に
よ
る
受
験
者
の
確
保
や
、

再
任
用
の
促
進
、
臨
時
講
師
等
の
掘

り
起
こ
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
の
充
実
や
採
点

補
助
シ
ス
テ
ム
及
び
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
の
導
入
な
ど
、
勤
務
時
間
の
縮

減
に
向
け
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
今
後
も
、
国
の
動
向
を
注
視
し
、

教
員
不
足
の
解
消
や
、
働
き
方
改
革

に
向
け
、
職
場
環
境
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

教
員
不
足
へ
の
対
応
に
つ
い
て

自
由
民
主
党

　おお
た
　
　　まさ
み

太
田
　正
美 

議
員

　
　コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
世
の
中
に
活

　
　気
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　今
後
の
地
域
の
活
力
づ
く
り
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
伺

い
ま
す
。

　
　
県
で
は
、
振
興
局
職
員
が
地
域

　
　
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
案
件
の

掘
り
起
こ
し
を
行
い
、
地
域
活
力
づ

く
り
総
合
補
助
金
に
よ
り
様
々
な
支

援
を
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
づ
く
り
の
人
材
面
で
は
、
移

住
者
に
よ
る
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん

だ
活
動
が
広
が
る
な
ど
明
る
い
兆
し

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
地
域
づ
く
り

の
財
政
面
で
は
、
地
域
活
力
づ
く
り

総
合
補
助
金
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

枠
」
等
の
補
助
率
を
か
さ
上
げ
す
る

こ
と
で
、
自
己
負
担
の
軽
減
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
場
の
声
を
生
か
す
た
め

に
「
県
政
ふ
れ
あ
い
対
話
」
を
実
施

し
て
き
た
ほ
か
、「
新
し
い
お
お
い
た

地
域
の
活
力
づ
く
り
に
つ
い
て

県
民
ク
ラ
ブ

　
わ
か
や
ま
　ま
さ
と
し

若
山
　雅
敏 

議
員

　
　国
道
3
8
7
号
の
冠
水
及
び
迂
回

　
　対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

9
月
27
日（
水
）

　
　
７
月
の
国
道
3
8
7
号
の
冠
水

　
　
に
つ
い
て
は
、
斜
面
の
崩
壊
に
よ

り
、
集
水
桝
が
埋
塞
し
、
排
水
が
困

難
と
な
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
速
や
か
に
再
発
防
止
対
策
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
地
元
要
望
に
対
し
、

側
溝
整
備
や
路
肩
拡
幅
等
を
実
施
し

ま
し
た
。
加
え
て
今
年
度
中
に
、
排

水
能
力
調
査
、
工
法
検
討
を
行
い
、

来
年
度
に
は
抜
本
的
な
排
水
対
策
工

事
を
行
う
予
定
で
す
。

　
迂
回
対
策
に
つ
い
て
は
、
地
形
上
新

た
な
迂
回
路
整
備
は
困
難
な
状
況
の

た
め
、
今
後
も
、
国
道
3
8
7
号
の
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

福祉保健生活環境委員会（8月22日～24日）福祉保健生活環境委員会（8月22日～24日）

商工観光労働企業委員会（8月29日～31日）商工観光労働企業委員会（8月29日～31日） 農林水産委員会（9月5日～7日）農林水産委員会（9月5日～7日）

土木建築委員会（9月4日～6日）土木建築委員会（9月4日～6日） 文教警察委員会（9月4日～6日）文教警察委員会（9月4日～6日）

常任委員会（県外所管事務調査）

共
創
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
市
町

村
長
と
政
策
課
題
の
議
論
を
深
め
て

い
ま
す
。

総務企画委員会（9月5日～7日）総務企画委員会（9月5日～7日）

◎詳細はQRコードをご覧ください。
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　県内延べ宿泊客数がコロナ禍前の水準に戻るなど、県経済は緩やかな回復基調にあるが、
この流れを止めることなく、持続的な発展に繋ぐことが県政の最重要課題といえる。
　県内では臼杵市がユネスコ食文化創造都市に認定される等、本県の強みである食や観光に
国内外から注目が集まっており、農林水産業等との連携を密にし、競争力を高め、県産品の
輸出や観光消費を一層拡大させる取組は、アフターコロナを見据える中で喫緊の課題であり、
かつ時機を得たものといえる。人材の確保・育成策と併せこれら取組を加速化することで、
経済活動の活性化や産業の基盤強化を目指す。

　県議会では、これからの大分県を担う若者の意
見を聴いて、県政に反映させるため、県内10名の
若者を県議会ユースモニターに委嘱しました。
（期間：令和5年9月～令和6年3月）
　今年度は交流会やアンケート調査を実施するな
ど、取組を拡充して、県議会のあり方や大分県の未
来について若者と一緒に考えていきます。

　10月4日、議員の人命救助に関する基礎知識の向上やスキ
ルアップを図るため、大分市消防局の方を招き救命講習を行
いました。

　県議会議長と市町村議会議長との意見交換会を10月30日
に開催しました。「デスティネーションキャンペーンを契機と
した観光振興について」の講演と県議会のデジタル化の取組
に関する情報提供を行った後、「地域課題に対する議会の取
組」をテーマに意見交換が行われました。市町村議会議長か
らは、人口減少や地域医療、議員のなり手不足に関する意見
や課題解決に向け地域で話し合いの場を設ける取組につい
て、発言がありました。

　大分県議会提案の「東九州新幹線の整備計画路線への格上
げについて」など、九州の一体的浮揚を図るため、特に重要
かつ緊急を要する２３の事項について、九州各県議会議長会
として政府等を訪問し、提言・要望活動を行いました。

（1）県産品の輸出や観光消費の拡大等、競争力強化、市場開拓について
（2）市場ニーズにマッチした商品開発と高付加価値化について
（3）これらの活動を支える人材の確保・育成

令和５年１０月４日～令和７年３月３１日

委員会の活動状況

経済活性化対策特別委員会
～食と観光、農林水産業のさらなる振興と人材の確保・育成～

目　的

付託する事件

期　間

委員長

委　員

副委員長

井上　明夫
いのうえ 　  あき  お　

桝田　貢
ます  だ　    みつぐ

穴見　憲昭
あな  み　     のり あき

岡野　涼子
おか  の　     りょう こ

中野　哲朗
なか   の　     てつ ろう

首藤　健二郎
しゅとう　    けん  じ   ろう

小川　克己
 お  がわ　   かつ  み

𠮷村　哲彦
 よしむら　   あき ひこ

猿渡　久子
 えん   ど　     ひさ  こ

三浦　由紀
 み  うら　    よし のり

御手洗  朋宏
み    た  らい　 とも ひろ

福崎　智幸
ふくざき　   とも ゆき

二ノ宮　健治
に    の  みや　    けん  じ

成迫　健児
なり さこ　     けん  じ

　

九州各県議会議長会議

県議会ユースモニター

議員災害対応訓練

市町村議会議長との意見交換会

宮成　公一郎
みやなり　    こう いち ろう

●第3回定例会中に特別委員会を設置し、11月末までに3回開催しています。今後は月1回程度開催する予定です。
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　県内延べ宿泊客数がコロナ禍前の水準に戻るなど、県経済は緩やかな回復基調にあるが、
この流れを止めることなく、持続的な発展に繋ぐことが県政の最重要課題といえる。
　県内では臼杵市がユネスコ食文化創造都市に認定される等、本県の強みである食や観光に
国内外から注目が集まっており、農林水産業等との連携を密にし、競争力を高め、県産品の
輸出や観光消費を一層拡大させる取組は、アフターコロナを見据える中で喫緊の課題であり、
かつ時機を得たものといえる。人材の確保・育成策と併せこれら取組を加速化することで、
経済活動の活性化や産業の基盤強化を目指す。

　県議会では、これからの大分県を担う若者の意
見を聴いて、県政に反映させるため、県内10名の
若者を県議会ユースモニターに委嘱しました。
（期間：令和5年9月～令和6年3月）
　今年度は交流会やアンケート調査を実施するな
ど、取組を拡充して、県議会のあり方や大分県の未
来について若者と一緒に考えていきます。

　10月4日、議員の人命救助に関する基礎知識の向上やスキ
ルアップを図るため、大分市消防局の方を招き救命講習を行
いました。

　県議会議長と市町村議会議長との意見交換会を10月30日
に開催しました。「デスティネーションキャンペーンを契機と
した観光振興について」の講演と県議会のデジタル化の取組
に関する情報提供を行った後、「地域課題に対する議会の取
組」をテーマに意見交換が行われました。市町村議会議長か
らは、人口減少や地域医療、議員のなり手不足に関する意見
や課題解決に向け地域で話し合いの場を設ける取組につい
て、発言がありました。

　大分県議会提案の「東九州新幹線の整備計画路線への格上
げについて」など、九州の一体的浮揚を図るため、特に重要
かつ緊急を要する２３の事項について、九州各県議会議長会
として政府等を訪問し、提言・要望活動を行いました。

（1）県産品の輸出や観光消費の拡大等、競争力強化、市場開拓について
（2）市場ニーズにマッチした商品開発と高付加価値化について
（3）これらの活動を支える人材の確保・育成

令和５年１０月４日～令和７年３月３１日

委員会の活動状況
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大分県議会公式Ｘ
（旧ツイッター）（@oitakengikai）
本会議や委員会、広報活動など、議会の
活動について発信
していきますので、
ぜひご覧ください！

題字は、  学校法人 大分高等学校３年 高橋 怜花さんの作品です。
たかはし　れい か
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　県議会では、県内の小・中・高校や、大学等を、議員が訪問し、県議会の仕組みや議員の活動等
を説明、児童、生徒や学生と対話する『議員出前講座』を実施しています。
　令和５年１０月２５日（水）には豊後大野市立菅尾小学校と日田市立三芳小学校を訪問しました。 
『選挙の時、得票数が同じ場合はどうなるの？』『税金の使い道は？』といった子どもたちの質問ひと
つひとつに、議員から丁寧に答弁が行われました。

開催校 
募集中

議員が講師として学校等に
出向き、県議会の仕組みや議
員の活動についてわかりや
すく説明します。開催を希望
される際は、下記までお問い
合わせください。

県議会ホームページでは 大分県議会

◇お問い合わせは県議会事務局まで
【総  務  課】 議会庶務、情報公開など         　　  097-506-5019
【議  事  課】 本会議、常任委員会、傍聴など　　     097-506-5022
【政策調査課】　調査業務、議会広報など  　　         097-506-5035

TEL
TEL
TEL

議 員 出 前 講 座

政
策
勉
強
会

　10
月
の
政
策
勉
強
会
で
は
、
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社
団
法
人
九
州
観
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機
構

地
域
連
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田
政
年
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長
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に
招
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分
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お
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ト ピック ス

豊後大野市立菅尾小学校6年生のみなさん

日田市立三芳小学校6年生のみなさん

表紙の題字の作成者
学校法人 大分高等学校 高橋 怜花さん
の所属する書道部の様子をご紹介します！
学校法人 大分高等学校 高橋 怜花さん
の所属する書道部の様子をご紹介します！

大分高校書道部26名は、意識向上・礼
儀・考動・団結を念頭に掲げ、部員同
士が切磋琢磨し日々練習に励んでいま
す。より多くの方々に書道を身近に感
じてもらい、日本の伝統文化である書
道の素晴らしさを広めるために、書道
パフォーマンスも行っています。
パフォーマンスにより部員同士の絆が
深まり、団結力を高めています。書道
パフォーマンスを披露させて頂くこと
に感謝し、日々精進しています。

【問合せ先】
県議会事務局政策調査課
  電話：097-506-5035

県 議 会 タ イ ム
YouTubeでこれまでの定例会の
ダイジェストをご覧いただけます。
ぜひ、ご覧ください！

議会ロビー（県庁新館）に作品を展示してみませんか。

【お問い合わせ先】
議会事務局　総務課・総務管理班  TEL：097-506-5019

議会ロビー作品展示の募集

傍聴をご希望の方は、日程を確認のうえ、会議当日、議会棟１階の傍聴受付までお越しください。
先着順で傍聴券を交付します。議会を傍聴されるみなさまへ

対　  象

展示費用

展示期間

注意事項

県内在住者が作成した作品
（ただし、園児、児童、生徒、学生が作成した作品を優先する場合が
あります。）

無料
（ただし、展示作品の搬出入に係る経費や、展示に必要なパネル、ケー
ス等の準備等、展示に要する費用は全て展示される方のご負担とな
ります。）
最長で1ヶ月程度
展示時間：開庁日の8時30分から17時15分まで
（ただし、議会のスケジュール等によっては、展示できない場合があり
ます。）

・展示物の搬出入、展示、取り外し等は、各自でお願いします。
・展示物の盗難、破損等につきましては責任を負いかねますので、ご 
　了承ください。
・営利目的、公序良俗に反する等、議会棟内に展示する作品としての
　趣旨になじまないものは、展示をお断りする場合があります。

本会議の生中継や録画配信の他、会議録など、様々な情報を掲載しています。

点字版・音読版『県議会おおいた』のご案内
本紙の点字版・音読版を作成配付しています。
詳しくは議会事務局政策調査課まで。

《県議会 今後の動き》
第4回 定例会の日程（予定）

11月27日（月）  開 会
12月　4日（月）～6日（水）
                    本会議（一般質問）
　　　7日（木） ～8日（金） 
                    常任委員会
　　 13日（水） 閉 会




